
活動団体名︓箕川未来協議会
活動地域 ︓滋賀県東近江市箕川町

活動におけるテーマ・キャッチコピー
未来の箕川町をはじめる。

令和3年度 環境で地⽅を元気にする
地域循環共⽣圏づくりプラットフォーム事業

活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む ✓

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む

キックオフミーティング 発表資料
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活動団体紹介
規約（⽬的）より

本協議会は、
地域にひとときの住⼈として滞在しながら、
⼭の暮らしや⽂化を体験できる郷として
箕川町を再⽣し、
若者の地⽅回帰の促進、
林業の振興などを通じて、
未来につながる豊かな地域づくりを
推進することを⽬的として設置する。

地域住⼈、地域住⼈の⼦孫世代、地域事業者、
地⽅公共団体職員 15名で 2021年2⽉設⽴



ありたい地域の未来
地域の資源を価値として社会に提供し続けられる⾃⽴した地域。未来が当たり前に信じられる地域。

課題（地域の課題、ありたい未来を達成するための障害など）

ビジョンはあるが計画になっていない。ビジョンももう少し深められれば。
リソース（⼈・もの・お⾦）が、おそらく⼗分ではない。
地域の⾼齢化は進んでおり、あまり悠⻑に構えてはいられない。
資源（活⽤できる地域資源、必要な資源、地域外の資源など）

⼈が⻑く暮らしてきた集落の佇まい、雰囲気。景観。古⺠家。
⾃然環境。森林。渓流。気候。都市部からの距離感の良さ。
この地域へ愛着をもっている多くの⼈。

取組（ありたい未来達成に必要な取組、現在想定している事業のタネ）

古⺠家を⽣かしたホテル事業。エコツーリズムなどのソフト事業。
特に森を“使う体験”ができるプログラムの開発。
クミノの⾥構想（地域にフォーカスしたプロダクト・ビジネスモデルの展開）

成果（取組によって出したい成果）

利益を地域の未来に再投資できるようになる。若い世代が働き甲斐を感じる社
会環境（⽣活・仕事）ができる。経験を他地域へ展開できるようになる。

ありたい地域の未来を実現するために何をするか
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⽬指す″地域プラットフォーム“のイメージ

箕川町は全３０⼾という⼩規模な
集落である。ここで⾏う事業は
ミニマムなプラットフォームの
事例となる。

地域柄、何をしても⾃然の資源を
活かすことが重要になる。

⾃⽴できる事業を考えたときに、
投資に対する付加価値の⾼さから、
最も⾒込みがあると考えられた
ホテル事業の開業に先ず注⼒する
体制をとる。

・コミュニティとしての⾃治体・協議会と、経済的⾃⽴を志向する事業法⼈の協調。
・事業の体⼒をつけ、地域資源を捉える網⽬を細やかにしていく。
・あらゆる収⽀を⿊字にする。エネルギー（⽊質バイオマス・太陽光・⽔⼒）も。
・ミニマムな事例は他地域・他領域でも使えるノウハウとなり、連携できる。

環境整備を通して構築する“地域プラットフォーム”のイメージ

現時点での体制
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4⽉ 5⽉ ６⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ １⽉ 2⽉ 3⽉

事業全体の予定

・

主な活動

協議会
事業体の組成

その他
イベント

協定締結（活動予算執⾏開始）
◆キックオフミーティング ◆成果報告会現地意⾒交換会

◆中間報告書提出期限 ◆活動団体成果報告書提出

◆中間報告会

年間スケジュール（参考資料）

◆先進地視察
◆空き家実態調査

集落出⾝者へ協議会参画の声かけ

◆物件改修事前調査(採⼨等)

⽣活⽂化の記録（随時）

◆空き家所有者ヒアリング

◆森林伐採整備体験

◆物件改修案作成

◆事業体の組成事業体制検討

◆さかな祭り
◆地域の料理試⾷会◆地域の料理試⾷会 ◆地域の料理試⾷会◆地域の料理試⾷会

◆クミノWS


